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審 査 の 要 旨 
有機リン剤は農業をはじめとして身近な生活に至るまで様々な分野で利用されているものの、食
素材における残留問題や環境汚染の問題が強く指摘されるとともに、間接的な健康被害も危惧され
ている。有機リン剤の検出にはGC、HPLC、化学分析等をはじめ様々な分析手法があるものの、コス
ト、技術、時間等が掛かることから、簡易・簡便、低コストな新たな検出技術が求められてきた。 
本研究では、野菜などの農産物中に時として残留する農薬、特に広く使用されている有機リン系
農薬のファーストスクリーニングを可能とする電気化学的マイクロデバイスを開発した。 
オンサイトでの実利用に向けては、今後、計測システムとしての完成度を高める必要があるもの
の、本研究の成果は将来的に有機リン系農薬（OP）の簡易かつオンサイトでの検出を可能とする可
搬型計測装置の開発に向けた貴重な研究成果であると判断された。 
平成２７年６月５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結
果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
